
○つくばみらい市定例教育委員会（平成２８年 ９月） 

 

１ 日時    平成２８年 ９月２３日（金） 午後１時３０分から 

２ 場所    谷和原庁舎 ２階第１・２会議室 

３ 出席委員  教育長       石塚 眞典 

教育長職務代理者  中島 正志 

委員        久下 伸子 

委員        直井 修三 

４ 欠席委員  委員        八島 秀仁 

５ 出席職員  学校教育課長    飯泉 勝宏 

学校教育課課長補佐 小林 弘幸 

学校教育課課長補佐 天神 信光 

教育指導室長    長塚 和徳 

生涯学習課長    木川 眞 

６ 傍聴人   なし 

７ 審議事項  議案第３６号 準要保護の認定について 

議案第３７号 つくばみらい市学区審議会委員の委嘱について 

        報告第２４号 区域外就学について 

報告第２５号 指定校変更について 

報告第２６号 後援申請について 

報告第２７号 要保護の認定について 

８ 議事 

石塚教育長 

 

 

 

 

 

 

飯泉学校教育課長 

石塚教育長 

 

 

 

委員 

石塚教育長 

 

 

 

【平成２８年 ９月定例教育委員会の開会宣言】 

【あいさつ】 

ずっと雨が続き、先日も台風がありまして皆で天気の分析をしながら近

隣の様子を聞き休校にしました。一昨日も台風が朝に来るということで登

校時間を遅らせようとしましたが、今回は通常通りにしました。明日の運

動会は十和、陽光台、小張小学校ですが、雨が降らなければ決行します。

もしかしたら日曜日になるかもしれませんがよろしくお願いします。 

進行につきましては、石塚教育長お願い致します。 

最初に議案第３７号「つくばみらい市学区審議会委員の委嘱について」及

び報告第２７号「要保護の認定について」を本日の議事日程に追加したい

と思います。 

ご異議ありませんか。 

異議なし。 

異議なしと認めます。それでは議案第３７号「つくばみらい市学区審議会

委員の委嘱について」及び報告第２７号「要保護の認定について」を日程

追加することに決定しました。なお審議については報告第２６号「後援申

請について」の後に審議を行ないます。また、議案第３６号「準要保議の
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認定について」から、報告第２５号「指定校変更について」及び報告第２

７号「要保護の認定について」は、個人情報が含まれますので、審議を非

公開としてよろしいでしょうか。 

異議なし。 

異議なしにより非公開といたします。 

それでは、議事に入ります。 

議案第３６号「準要保護の認定について」説明お願いします。 

議案第３６号「準要保護の認定について」資料に基づき説明する。 

以下、非公開。 

議案第３６号「準要保護の認定について」原案のとおり承認します。 

続きまして、報告第２４号「区域外就学について」説明お願いします。 

報告第２４号「区域外就学について」資料に基づき説明する。 

以下、非公開。 

報告として承りました。 

報告第２５号「指定校変更について」説明お願いします。 

報告第２５号「指定校変更について」資料に基づき説明する。 

以下、非公開。 

報告として承りました。個人情報の議案が終了しました。 

続きまして、報告第２６号「後援申請について」説明お願いします。 

報告第２６号「後援申請について」資料に基づき説明する。 

質疑を諮る。 

異議なし。 

報告として承りました。 

続きまして、議案第３７号「つくばみらい市学区審議会委員の委嘱につい

て」説明お願いします。 

議案第３７号について「つくばみらい市学区審議会委員の委嘱について資

料に基づき説明する。 

質疑を諮る。 

決めるのはどこの学区ですか。 

小学校がみらい平地区内の陽光台小学校、新しくできる（仮称）富士見ヶ

丘小学校です。中学校が今は選択制を採っておりますが、これからは学区

を決めないと中学校の場合は、今の状況で９割が谷和原中学校、１割が伊

奈中学校ですので３年後には谷和原中学校が増築というのも出て参ります

のでその辺を示していきたいと思います。 

みらい平を谷和原中学校区又は伊奈中学校区等々に分けるということです

か。 

考え方として小学校=中学校区にするのかどういう風にするのかを話し合

って頂きたいと思います。 

特に紫峰ヶ丘です。要するに高速道路でというのがひとつの考えがありま
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す。高速道路が跨っているのが紫峰ヶ丘ですので、その審議をする方がみ

らい平、陽光台、紫峰ヶ丘、特に跨った７～１２のところはそこの代表の

方が入って頂くというような形です。後はそれぞれ客観的な意見が頂ける

のではないかというような方です。 

学区割の線引きは、現在の所は白紙の状況でしょうか。 

事務局案としているものを審議会の中で審議して頂くことになります。 

たとえば陽光台小学校に通っていた子供達の居住区が小張小学校に近い人

達も結構いる場合そういう子供達を小張小学校区割に持っていくという案

も、もしかしたらでてくれば審議の対象になるわけですね。富士見ヶ丘の

方も十和小学校或いは福岡小学校に行く。紫峰ヶ丘の方も福岡小学校に行

くとういう区割りも、もしかしたら出てくる可能性もあるということです

ね。 

区域の中については陽光台小学校と（仮称）富士見ヶ丘小学校で分けて、

後は指定校変更がありますので、柔軟には対応できるようになっています。

地区内についてはある程度決めていかなくてはならないと思います。 

地区外については指定校変更で小張地区の人が陽光台小学校の脇を通って 

小張小学校に行くのもということで陽光台小学校にしています。 

難しいことは色々でてくるかと思います。例えば指定校変更で陽光台小学

校の前を通って小張小学校へ行くというのは酷だろうということで認めて

いますけれども、おそらく今度は（仮称）富士見ヶ丘小学校の目の前は西

丸山、楢戸地区がありますが、今は谷原小学校に来ていますがあの子供達

をどうするのかというものあります。 

陽光台小学校と富士見ヶ丘小学校が両方開校して並列になった時には今の

飽和状態は解決できるのでしょうか。 

解決はできますが今現在人口推定しているところで最大で陽光台小学校の

人数に近づく可能性はあります。 

そういう状況を想定した場合に新しい地区は新しい学校でという区割りで

はなくて、区割りの段階から小張小学校に近い所は小張小学校の区割りで

す、というような議論をなされないのですか。 

今回につきましては、みらい平地区内に限って区割りを行うもので進めて

まいります。 

みらい平地区であっても線引きでここから向こうは小張ですよということ

はできないのですか。 

とりあえずみらい平地区の中は陽光台小学校か富士見ヶ丘小学校です。後

は小張小学校に行きたい子供につきましては指定校変更で対応したいと考

えております。 

今回につきましては既製の小・中学校の学区には触らないということです

ね。みらい平地区の陽光台小学校、富士見ヶ丘小学校についての学区の審

議ということですね。 
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楢戸地区の子供達はその後の話になります。 

２４年４月から続けているわけですけれども今回の答申についてはいつ頃

予定しているのでしょうか。 

学区審議会の答申ですね。 

年度内にまとめられればと考えております。急ぎで１回目を開催しなくて

はならないところではありますが、半年でどこまで持っていけるか、どう

いう意見がでるか、今回委員、PTA の皆さんからの意見をなるべく取り入

れられるように PTA関係者も入れています。 

以前から陽光台の子供達はあっち行けこっち行けでその都度、谷原小行っ

たり、また陽光台小学校に戻ってきたりで地域のコミュニティが全くでき

ない状況で、町内会ができないのもそのせいかなと思ったりしたのですが

ある程度決めてそれからの周知時間、理解する時間を取って頂かないと地

域にいる人達の理解が深まらないのかなと思います。 

３０年度には学校ができてしまいますので、今は２８年度ですから早急に

審議会を開きます。 

３０年４月には（仮称）富士見ヶ丘小学校が開校しますので、その周知期

間は長ければ長い方がいいということで年度内にまとめたいというのは、

前もって地域の方に周知したいと思います。 

地域の噂の方が先行してしまうこともありますよね。 

これは前も出しています。適正配置の話の中からでていますから早く伊奈

中学校、谷和原中学校の選択制を辞めて学区をひいてくれと学校から要望

があったり、色々な方が署名を集めて要望を持ってきたりしています。 

ただ、こちらとしてはこれから建設が始まる（仮称）富士見ヶ丘小学校の

形やキャパも決まっていますのでいくらでも入れられるということではな

いので、線引きにはそのような制約も付いてくると思います。どっちに行

っても大丈夫という大きさはありません。 

そうすると出来るだけ早く答申を出して、ある程度の方向性というのは周

知する必要はあるのかなと思います。遅れれば遅れる程噂の方が先行して

しまいそうな気がします。 

適正配置は生活圏を考えた時に深く掘ってある高速道路がありますので、

決定ではないけれども、その辺りでという風にほとんどのみらい平の方が

思っているようです。 

紫峰ヶ丘が両方跨りますよね。 

そうです。紫峰ヶ丘が高速道路の両方に跨りますので、選択制にしてほし

いという要望がきました。ただそうすると（仮称）富士見ヶ丘小学校は谷

和原中学校で陽光台小学校は伊奈中学校になりそうだとなった時に選択制

にした場合には全部（仮称）富士見ヶ丘小学校にくる見込みです。そうす

るとおそらく入りきれないと思います。 

委員の皆さんに将来的な人口の変動をよく考えて頂きたいです。もっと人
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口が増える可能性があるということで、富士見ヶ丘小学校にはまだキャパ

があるのでしょうか。 

その計算で設計は出来ています。一応増築できるような作りにはなってい

ます。いずれにしましても大事な仕事になりますし急いでやらなければな

らないと思います。 

３０年度に富士見ヶ丘小学校が開校となればそれなりの時間的制約がでて

きますので今年度中を目途に２９年度は周知の期間、といっても入学準備

もありますので２８年度中ぐらいには広報しておかないとならないくらい

の時間的レベルかなと思います。 

そうですね。 

議案第３７号「つくばみらい市学区審議会委員の委嘱について」原案のと

おり承認してよろしいでしょうか。 

異議なし。 

議案第３７号「つくばみらい市学区審議会委員の委嘱について」原案のと

おり承認します。続きまして、報告第２７号「要保護の認定について」説

明お願いします。 

報告第２７号「要保護の認定について」資料に基づき説明する。 

以下、非公開。 

報告として承りました。 

次にその他の「各課業務報告について」説明お願いします。 

学校教育課より業務報告の説明をする。 

生涯学習課より業務報告の説明をする。 

教育指導室より業務報告の説明をする。 

続きまして、次回の開催について決めさせて頂きたい。 

１０月２５日（火）午後１４時００分から。 

その他ございますか。 

では以上を持ちまして平成２８年９月定例教育委員会を閉会します。 

 

上記決議を明確にするため、本議事録を作成する。 

 

平成２８年９月２３日          教 育 長    石 塚  眞 典 

 

                     教育長職務代理者 中 島  正 志 


